
即位の礼及び大嘗祭関係諸儀式等（神宮に勅使発遣の儀
から大嘗祭後大嘗宮地鎮祭まで）関係資料

１ 次第書
・ 神宮に勅使発遣の儀
・ 大嘗祭前二日御禊
・ 大嘗祭前二日大祓
・ 大嘗祭前一日鎮魂の儀
・ 大嘗祭前一日大嘗宮鎮祭
・ 大嘗祭当日神宮に奉幣の儀
・ 大嘗祭当日賢所大御饌供進の儀
・ 大嘗祭当日皇霊殿神殿に奉告の儀
・ 大嘗祭後一日大嘗宮鎮祭
・ 即位礼及び大嘗祭後神宮に親謁の儀
・ 即位礼及び大嘗祭後神武天皇山陵及び昭和天皇以前四代の天皇山陵に親
謁の儀

・ 茶会
・ 即位礼及び大嘗祭後賢所に親謁の儀
・ 即位礼及び大嘗祭後皇霊殿神殿に親謁の儀
・ 即位礼及び大嘗祭後賢所御神楽の儀
・ 大嘗祭後大嘗宮地鎮祭

２ 大嘗祭前一日大嘗宮鎮祭
大嘗宮建物配置図

大嘗祭後一日大嘗宮鎮祭

３ 即位礼及び大嘗祭後神宮に親謁の儀
① 内宮（建物配置図）
② 外宮（建物配置図）

４ 即位礼及び大嘗祭後神武天皇山陵及び昭和天皇以前四代の天皇山陵に親謁
の儀

① 神武天皇山陵略図，御拝所等配置図
② 孝明天皇山陵略図，御拝所等配置図
③ 明治天皇山陵略図，御拝所等配置図
④ 昭和天皇山陵略図，御拝所等配置図
⑤ 大正天皇山陵略図，御拝所等配置図

５ 茶会
① 京都御所略図
② 京都御所茶会会場図
③ 招待される者の範囲

６ 即位礼及び大嘗祭後賢所御神楽の儀 参列者の範囲一覧表
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神宮に勅使発遣の儀

１１月８日午前９時，御殿を装飾する。

時刻，大礼委員が着床する。

次に勅使が着床される。

午前１０時，天皇がお出ましになる。

式部官長及び宮内庁長官が前行し，侍従が御剣を捧持し，侍従長及

び侍従が随従する。

次に幣物を御覧になる（掌典長が侍立する。）。

次に勅使をお召しになる。

次に御祭文を勅使にお授けになる（宮内庁長官が奉仕する。）。

次にお言葉があり，勅使が退いて幣物の傍らに立たれる。

次に幣物を辛櫃に納める（掌典が奉仕する。）。

次に勅使が幣物を奉じて御殿を辞される。

次に天皇が御退出になる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に各退出する。

〇

服装 天皇：御引直衣

勅使：衣冠単（帯剣）

宮内庁長官，侍従長，侍従，式部官長，掌典長及び掌典：衣冠

辛櫃奉舁者：衣冠単

モーニングコート又はこれに相当するもの

─────────────────────────────────

お列

侍従（裾）
式部官長 宮内庁長官 天 皇 侍従（御剣） 侍従長

侍従（裾）
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１　次第書



大嘗祭前二日御禊

１１月１２日午後１時，御禊所を装飾する。

時刻，大礼委員が着床する。

次に掌典長及び掌典が着床する。

午後２時，天皇がお出ましになる。

侍従が前行する。

次に御禊の儀がある。

次に天皇が御退出になる。

前行は，お出ましのときと同じである。

次に各退出する。

〇

服装 天皇：御直衣

掌典長，掌典及び侍従：衣冠

掌典補：布衣

出仕：雑色

モーニングコート又はこれに相当するもの
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大嘗祭前二日大祓

１１月１２日午後２時，祓所を舗設する。

午後３時，大礼委員及び大礼委員幹事が着床する。

次に掌典長及び掌典が着床する。

次に親王が着床される。

次に掌典補二人が御麻に祓の稲をさしはさむ。

次に掌典長が掌典に祓のことを命ずる。

次に掌典が進んで大祓詞を読む。終わって他の掌典が大麻を執って親王

及び大礼委員等を祓い，これを掌典補に授ける。

次に掌典が掌典補を率い祓物を執って大河に向かう。

次に各退出する。

〇

服装 掌典長及び掌典：衣冠

掌典補：布衣

出仕：雑色

モーニングコート又はこれに相当するもの

 4



大嘗祭前一日鎮魂の儀

１１月１３日午後４時，御殿を装飾する。

次に神座を奉安する。

同５時，大礼委員が着床する。

次に掌典長，掌典次長及び掌典が着床する。

次に神饌を供する。

この間，神楽歌を奏する。

次に掌典長が斎殿に昇り祝詞を奏し，終わって掖座に着く。

次に糸結及び御衣振動の儀がある。

この間，神楽歌を奏する。

次に神饌を撤する。

この間，神楽歌を奏する。

次に各退出する。

〇

服装 掌典長，掌典次長，掌典及び楽長：衣冠

掌典補及び楽師：布衣

出仕：雑色

モーニングコート又はこれに相当するもの
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大嘗祭前一日大嘗宮鎮祭

１１月１３日午後２時，悠紀主基両殿，神門及び廻立殿を装飾する。

午後３時，掌典及び掌典補が参進して悠紀殿南階の下に列立する。

次に掌典補が賢木を悠紀殿内陣の四隅に立てる。

次に掌典が掌典補を率いて悠紀殿内陣の四隅に米，塩，切麻を散供する。

次に悠紀殿内に神饌を供する。

次に掌典が祝詞を奏する。

次に神饌を撤する。

次に掌典及び掌典補が主基殿南階の下に列立する。

次に掌典補が賢木を主基殿内陣の四隅に立てる。

次に掌典が掌典補を率いて主基殿内陣の四隅に米，塩，切麻を散供する。

次に主基殿内に神饌を供する。

次に掌典が祝詞を奏する。

次に神饌を撤する。

次に掌典及び掌典補が南神門外に列立する。

次に掌典補が賢木を各神門の左右に立てる。

次に掌典が掌典補を率いて各神門に米，塩，切麻を散供する。

次に南神門中央に神饌を供する。

次に掌典が祝詞を奏する。

次に神饌を撤する。

次に掌典及び掌典補が廻立殿南階の下に列立する。

次に掌典補が賢木を廻立殿中央の御間，御湯殿及び東の御間の四隅に立

てる。

次に掌典が掌典補を率いて廻立殿中央の御間，御湯殿及び東の御間の四

隅に米，塩，切麻を散供する。

次に各退出する。

〇

服装 掌典：衣冠

掌典補：布衣
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大嘗祭当日神宮に奉幣の儀

皇 大 神 宮

豊受大神宮

神宮の祭式による。

〇

服装 勅使：束帯（帯剣）

勅使随員：衣冠単

出仕：雑色

 7



大嘗祭当日賢所大御饌供進の儀

１１月１４日午前８時２０分，御殿を装飾する。

午前９時４５分，大礼委員が休所に参集する。

次に御扉を開く。

この間，神楽歌を奏する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，神楽歌を奏する。

次に掌典長が祝詞を奏する。

次に御鈴の儀がある（内掌典が奉仕する。）。

次に大礼委員が参進して幄舎に着床する。

式部官が誘導する。

次に天皇御代拝

次に皇后御代拝

次に大礼委員が拝礼する。

次に幣物及び神饌を撤する。

この間，神楽歌を奏する。

次に御扉を閉じる。

この間，神楽歌を奏する。

次に各退出する。

〇

服装 天皇御代拝：束帯

皇后御代拝：束帯

掌典長，掌典次長及び掌典：束帯

内掌典：衣袴，袿袴

掌典補及び楽師：衣冠単

出仕：雑色

モーニングコート又はこれらに相当するもの

大嘗祭当日皇霊殿に奉告の儀

大嘗祭当日神殿に奉告の儀

大嘗祭当日賢所大御饌供進の儀に倣う（御鈴の儀はない。）。
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大嘗祭後一日大嘗宮鎮祭

１１月１６日午前８時，悠紀主基両殿，神門及び廻立殿を装飾する。

午前９時，掌典及び掌典補が参進して悠紀殿南階の下に列立する。

次に掌典補が賢木を悠紀殿内陣の四隅に立てる。

次に掌典が掌典補を率いて悠紀殿内陣の四隅に米，塩，切麻を散供する。

次に悠紀殿内に神饌を供する。

次に掌典が祝詞を奏する。

次に神饌を撤する。

次に掌典及び掌典補が主基殿南階の下に列立する。

次に掌典補が賢木を主基殿内陣の四隅に立てる。

次に掌典が掌典補を率いて主基殿内陣の四隅に米，塩，切麻を散供する。

次に主基殿内に神饌を供する。

次に掌典が祝詞を奏する。

次に神饌を撤する。

次に掌典及び掌典補が南神門外に列立する。

次に掌典補が賢木を各神門の左右に立てる。

次に掌典が掌典補を率いて各神門に米，塩，切麻を散供する。

次に南神門中央に神饌を供する。

次に掌典が祝詞を奏する。

次に神饌を撤する。

次に掌典及び掌典補が廻立殿南階の下に列立する。

次に掌典補が賢木を廻立殿中央の御間，御湯殿及び東の御間の四隅に立

てる。

次に掌典が掌典補を率いて廻立殿中央の御間，御湯殿及び東の御間の四

隅に米，塩，切麻を散供する。

次に各退出する。

〇

服装 掌典：衣冠

掌典補：布衣
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即位礼及び大嘗祭後神宮に親謁の儀

豊受大神宮に親謁の儀

１１月２２日時刻，天皇が行在所を御出発になる。

時刻，天皇が板垣御門にお着きになる。

式部官長及び宮内庁長官が前行し，御前侍従が剣璽を捧持し，御後

侍従が御菅蓋を捧持し，御綱を張り，御笏筥を捧持する。

侍従長及び侍従が御後に候し，大礼委員が随従する。

次に外玉垣御門外で天皇に大麻御塩を奉る（神宮禰冝が奉仕する。）。

次に内玉垣御門内で天皇に御手水を供する（侍従が奉仕する。）。

この時，祭主，大宮司及び少宮司が正殿の御扉を開き，御幌を搴げ，

御供進の幣物を殿内の案上に奉安し，御階の下に候する。

次に天皇が瑞垣御門内にお進みになる。

掌典長が前行し，御前侍従が剣璽を捧持し，御後侍従が御菅蓋を捧

持し，御綱を張り，御笏筥を捧持する。

侍従長が御後に候し，宮内庁長官，式部官長及び大礼委員が内玉垣

御門外に候する。

次に天皇が正殿の御階をお昇りになり，大床の御座にお着きになる。

侍従が剣璽を捧持して御階の下に候する。

次に天皇が御拝礼になる。

次に天皇が行在所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇后が行在所を御出発になる。

次に皇后が板垣御門にお着きになる。

侍従次長が前行し，侍従が御菅蓋を捧持し，御綱を張り，女官が御

檜扇筥を捧持する。

女官長が御後に候し，大礼委員が随従する。

次に外玉垣御門外で皇后に大麻御塩を奉る（神宮禰冝が奉仕する。）。

次に内玉垣御門内で皇后に御手水を供する（女官が奉仕する。）。

次に皇后が瑞垣御門内にお進みになる。

掌典長が前行し，侍従が御菅蓋を捧持し，御綱を張り，女官が御檜

扇筥を捧持する。

女官長が御後に候し，侍従次長及び大礼委員が内玉垣御門外に候す

る。

次に皇后が正殿の御階をお昇りになり，大床の御座にお着きになる。

次に皇后が御拝礼になる。
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次に皇后が行在所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に各退出する。

○

服装 天皇：御束帯（黄櫨染御袍）

皇后：御五衣，御唐衣，御裳

宮内庁長官，侍従長，侍従次長，侍従，式部官長，掌典長，掌典

及び大礼委員：衣冠単

掌典補：布衣単

女官長及び女官：袿袴

モーニングコート又はこれに相当するもの
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─────────────────────────────────

お 列

天皇のお列

１ 行在所から板垣御門までの間

御馬車
禰宜 侍従 侍従

天 皇 侍従 侍従長
禰宜 侍従 侍従

２ 板垣御門から内玉垣御門までの間

侍従（御綱）
侍従（璽）

式部官長 宮内庁長官 天 皇 侍従（裾） 侍従（御菅蓋）
侍従（剣）

侍従（御綱）

侍従（御笏筥） 侍従 侍従長 大礼委員

３ 内玉垣御門から瑞垣御門までの間

侍従（御綱）
侍従（璽）

掌典長 天 皇 侍従（裾) 侍従（御菅蓋）
侍従（剣）

侍従（御綱）

侍従（御笏筥） 侍従 侍従長

４ 瑞垣御門から正殿前までの間

侍従（御綱）
侍従（璽）

掌典長 天 皇 侍従（裾) 侍従（御菅蓋）
侍従（剣）

侍従（御綱）

侍従（御笏筥） 侍従 侍従長
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皇后のお列

１ 行在所から板垣御門までの間

御料車
禰宜 女官

皇 后 女官 女官長 侍従
禰宜 女官

２ 板垣御門から内玉垣御門までの間

侍従（御綱）
女官（裾）

侍従次長 皇 后 侍従（御菅蓋） 女官（御檜扇筥）
女官（裾）

侍従（御綱）

女官長 大礼委員

３ 内玉垣御門から瑞垣御門までの間

侍従（御綱）
女官（裾）

掌典長 皇 后 侍従（御菅蓋） 女官（御檜扇筥）
女官（裾）

侍従（御綱）

女官長

４ 瑞垣御門から正殿前までの間

侍従（御綱）
女官（裾）

掌典長 皇 后 侍従（御菅蓋） 女官（御檜扇筥）
女官（裾）

侍従（御綱）

女官長
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皇大神宮に親謁の儀

豊受大神宮に親謁の儀に倣う（１１月２３日時刻，天皇板垣御門御着）。
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即位礼及び大嘗祭後神武天皇山陵に親謁の儀

１１月２７日時刻，陵所を装飾する。

時刻，大礼委員が着床する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，楽を奏する。

次に掌典長が祝詞を奏する。

次に天皇が御休所を御出発になる。

式部官長及び宮内庁長官が前行し，侍従長，侍従及び大礼委員が随

従する。

時刻，天皇が御拝礼になる。

次に天皇が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇后が御休所を御出発になる。

侍従次長が前行し，女官長，女官及び大礼委員が随従する。

次に皇后が御拝礼になる。

次に皇后が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に大礼委員が拝礼する。

次に幣物及び神饌を撤する。

この間，楽を奏する。

次に各退出する。

〇

服装 モーニングコート又はこれに相当するもの

掌典長，掌典及び楽長：衣冠単

掌典補及び楽師：布衣単

出仕：雑色
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─────────────────────────────────

お列

天皇のお列

舎人 侍従
式部官長 宮内庁長官 天 皇 侍従長 大礼委員

舎人 侍従

皇后のお列

舎人 女官
侍従次長 皇 后 女官長 大礼委員

舎人 女官
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即位礼及び大嘗祭後孝明天皇山陵に親謁の儀

１１月２７日時刻，陵所を装飾する。

時刻，大礼委員が着床する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，楽を奏する。

次に掌典次長が祝詞を奏する。

次に天皇が御休所を御出発になる。

式部官長及び宮内庁長官が前行し，侍従長，侍従及び大礼委員が随

従する。

時刻，天皇が御拝礼になる。

次に天皇が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇后が御休所を御出発になる。

侍従次長が前行し，女官長，女官及び大礼委員が随従する。

次に皇后が御拝礼になる。

次に皇后が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に大礼委員が拝礼する。

次に幣物及び神饌を撤する。

この間，楽を奏する。

次に各退出する。

〇

服装 モーニングコート又はこれに相当するもの

掌典次長，掌典及び楽長：衣冠単

掌典補及び楽師：布衣単

出仕：雑色

 17



─────────────────────────────────

お列

天皇のお列

１ 御休所から塀重門までの間（自動車列）

侍従
天 皇

侍従
侍従長陪乗

２ 塀重門から陵前までの間

舎人 侍従
式部官長 宮内庁長官 天 皇 侍従長 大礼委員

舎人 侍従

皇后のお列

１ 御休所から塀重門までの間（自動車列）

女官
皇 后

女官
女官長陪乗

２ 塀重門から陵前までの間

舎人 女官
侍従次長 皇 后 女官長 大礼委員

舎人 女官
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即位礼及び大嘗祭後明治天皇山陵に親謁の儀

１１月２８日時刻，陵所を装飾する。

時刻，大礼委員が着床する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，楽を奏する。

次に掌典長が祝詞を奏する。

次に天皇が御休所を御出発になる。

式部官長及び宮内庁長官が前行し，侍従長，侍従及び大礼委員が随

従する。

時刻，天皇が御拝礼になる。

次に天皇が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇后が御休所を御出発になる。

侍従次長が前行し，女官長，女官及び大礼委員が随従する。

次に皇后が御拝礼になる。

次に皇后が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に大礼委員が拝礼する。

次に幣物及び神饌を撤する。

この間，楽を奏する。

次に各退出する。

〇

服装 モーニングコート又はこれに相当するもの

掌典長，掌典及び楽長：衣冠単

掌典補及び楽師：布衣単

出仕：雑色
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─────────────────────────────────

お列

天皇のお列

舎人 侍従
式部官長 宮内庁長官 天 皇 侍従長 大礼委員

舎人 侍従

皇后のお列

舎人 女官
侍従次長 皇 后 女官長 大礼委員

舎人 女官
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即位礼及び大嘗祭後昭和天皇山陵に親謁の儀

１２月３日時刻，陵所を装飾する。

時刻，大礼委員が着床する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，楽を奏する。

次に掌典長が祝詞を奏する。

次に天皇が御休所を御出発になる。

式部官長及び宮内庁長官が前行し，侍従長，侍従及び大礼委員が随

従する。

時刻，天皇が御拝礼になる。

次に天皇が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇后が御休所を御出発になる。

侍従次長が前行し，女官長，女官及び大礼委員が随従する。

次に皇后が御拝礼になる。

次に皇后が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に大礼委員が拝礼する。

次に幣物及び神饌を撤する。

この間，楽を奏する。

次に各退出する。

〇

服装 モーニングコート又はこれに相当するもの

掌典長，掌典及び楽長：衣冠単

掌典補及び楽師：布衣単

出仕：雑色
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─────────────────────────────────

お列

天皇のお列

１ 御休所から大鳥居までの間（自動車列）

侍従
天 皇

侍従
侍従長陪乗

２ 大鳥居から陵前までの間

舎人 侍従
式部官長 宮内庁長官 天 皇 侍従長 大礼委員

舎人 侍従

皇后のお列

１ 御休所から大鳥居までの間（自動車列）

女官
皇 后

女官
女官長陪乗

２ 大鳥居から陵前までの間

舎人 女官
侍従次長 皇 后 女官長 大礼委員

舎人 女官
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即位礼及び大嘗祭後大正天皇山陵に親謁の儀

１２月３日時刻，陵所を装飾する。

時刻，大礼委員が着床する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，楽を奏する。

次に掌典次長が祝詞を奏する。

次に天皇が御休所を御出発になる。

式部官長及び宮内庁長官が前行し，侍従長，侍従及び大礼委員が随

従する。

時刻，天皇が御拝礼になる。

次に天皇が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇后が御休所を御出発になる。

侍従次長が前行し，女官長，女官及び大礼委員が随従する。

次に皇后が御拝礼になる。

次に皇后が御休所にお帰りになる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に大礼委員が拝礼する。

次に幣物及び神饌を撤する。

この間，楽を奏する。

次に各退出する。

〇

服装 モーニングコート又はこれに相当するもの

掌典次長，掌典及び楽長：衣冠単

掌典補及び楽師：布衣単

出仕：雑色
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─────────────────────────────────

お列

天皇のお列

１ 御休所から大鳥居までの間（自動車列）

侍従
天 皇

侍従
侍従長陪乗

２ 大鳥居から陵前までの間

舎人 侍従
式部官長 宮内庁長官 天 皇 侍従長 大礼委員

舎人 侍従

皇后のお列

１ 御休所から大鳥居までの間（自動車列）

女官
皇 后

女官
女官長陪乗

２ 大鳥居から陵前までの間

舎人 女官
侍従次長 皇 后 女官長 大礼委員

舎人 女官
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茶会

１１月２８日午後１時から同１時４５分までに諸員が京都御所の会場に

参集する。

午後１時１５分から同１時５５分まで会場において舞楽を供覧する。

午後２時，天皇，皇后が会場にお出ましになり，所定の位置にお着きに

なる。

式部官長が前行し，宮内庁長官，侍従長，侍従，女官長及び女官が

随従する。

次に天皇のお言葉がある。

次に代表者が祝詞を述べる。

次に代表者が杯を挙げる。

次に御歓談になる。

この間，茶菓を供する。

次に天皇，皇后が御退出になる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に諸員が退出する。

〇

服装 男子：モーニングコート，紋付羽織袴又はこれらに相当するもの

女子：ロングドレス，デイドレス，白襟紋付又はこれらに相当

するもの

外套着用可

〇

お列

式部官長 天皇 皇后 宮内庁長官 侍従長 侍従 女官長 女官
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即位礼及び大嘗祭後賢所に親謁の儀

１２月４日午前８時，御殿を装飾する。

時刻，大礼委員が休所に参集する。

次に皇嗣，皇嗣妃，親王，親王妃，内親王及び女王が賢所参集所に参集

される。

次に天皇，皇后が綾綺殿にお入りになる。

次に天皇に御服を供する（侍従が奉仕する。）。

次に天皇に御手水を供する（侍従が奉仕する。）。

次に天皇に御笏を供する（侍従が奉仕する。）。

次に皇后に御服を供する（女官が奉仕する。）。

次に皇后に御手水を供する（女官が奉仕する。）。

次に皇后に御檜扇を供する（女官が奉仕する。）。

時刻，御扉を開く。

この間，神楽歌を奏する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，神楽歌を奏する。

次に掌典長が祝詞を奏する。

次に大礼委員が着床する。

次に皇嗣，皇嗣妃，親王，親王妃，内親王及び女王が参進して幄舎に着

床される。

式部官が誘導する。

午前１０時，天皇がお出ましになる。

掌典長が前行し，侍従が御剣を捧持し，侍従が随従する。

次に天皇が内陣の御座にお着きになる。侍従が御剣を捧持し，簀子に候

する。

次に天皇が御拝礼になる（御鈴を内掌典が奉仕する。）。

次に天皇が御退出になる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇后がお出ましになる。

掌典長が前行し，女官が随従する。

次に皇后が内陣の御座にお着きになる。女官が簀子に候する。

次に皇后が御拝礼になる。

次に皇后が御退出になる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇嗣，皇嗣妃，親王，親王妃，内親王及び女王が拝礼される。

次に大礼委員が拝礼する。
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次に幣物及び神饌を撤する。

この間，神楽歌を奏する。

次に御扉を閉じる。

この間，神楽歌を奏する。

次に各退出する。

〇

服装 天皇：御束帯（黄櫨染御袍）

皇后：御五衣・御小袿・御長袴

侍従，掌典長，掌典次長，掌典及び楽長：衣冠単

女官：袿袴

内掌典：衣袴，袿袴

掌典補及び楽師：布衣単

出仕：雑色

モーニングコート又はこれらに相当するもの

─────────────────────────────────

お列

天皇のお列

掌典長 天 皇 侍従（裾） 侍従（剣）

皇后のお列

女官（裾）
掌典長 皇 后

女官（裾）

即位礼及び大嘗祭後皇霊殿に親謁の儀

即位礼及び大嘗祭後神殿に親謁の儀

即位礼及び大嘗祭後賢所に親謁の儀に倣う（御鈴の儀はない。）。
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即位礼及び大嘗祭後賢所御神楽の儀

１２月４日午後３時，御殿を装飾する。

午後４時１０分，大礼委員が休所に参集する。

次に参列の諸員が休所に参集する。

次に皇嗣，皇嗣妃，親王，親王妃，内親王及び女王が賢所参集所に参集

される。

次に天皇，皇后が綾綺殿にお入りになる。

次に天皇に御服を供する（侍従が奉仕する。）。

次に天皇に御手水を供する（侍従が奉仕する。）。

次に天皇に御笏を供する（侍従が奉仕する。）。

次に皇后に御服を供する（女官が奉仕する。）。

次に皇后に御手水を供する（女官が奉仕する。）。

次に皇后に御檜扇を供する（女官が奉仕する。）。

時刻，御扉を開く。

この間，神楽歌を奏する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，神楽歌を奏する。

次に掌典長が祝詞を奏する。

次に大礼委員が着床する。

次に諸員が参進して幄舎に着床する。

式部官が誘導する。

次に皇嗣，皇嗣妃，親王，親王妃，内親王及び女王が参進して幄舎に着

床される。

式部官が誘導する。

午後４時３０分，天皇がお出ましになる。

掌典長が前行し，侍従が剣璽を捧持し，侍従が随従する。

次に天皇が内陣の御座にお着きになる。侍従が剣璽を捧持し，外陣に候

する。

次に天皇が御拝礼になる（御鈴を内掌典が奉仕する。）。

次に天皇が御退出になる。

前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇后がお出ましになる。

掌典長が前行し，女官が随従する。

次に皇后が内陣の御座にお着きになる。女官が簀子に候する。

次に皇后が御拝礼になる。

次に皇后が御退出になる。
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前行及び随従は，お出ましのときと同じである。

次に皇嗣，皇嗣妃，親王，親王妃，内親王及び女王が拝礼される。

次に諸員が拝礼する。

次に大礼委員が拝礼する。

次に御神楽

次に幣物及び神饌を撤する。

この間，神楽歌を奏する。

次に御扉を閉じる。

この間，神楽歌を奏する。

次に各退出する。

─────────────────────────────────

参列の範囲は，次のとおりとする。

内閣総理大臣及び国務大臣並びに衆議院及び参議院の議長及び副議長並

びに最高裁判所長官及び最高裁判所判事（長官代行）

認証官総代

各省庁の事務次官の総代

都道府県の総代

市町村の総代

その他別に定める者

〇

服装 天皇：御束帯（黄櫨染御袍）

皇后：御五衣・御小袿・御長袴

侍従，掌典長，掌典次長，掌典及び楽長：衣冠単

女官：袿袴

内掌典：衣袴，袿袴

掌典補及び楽師：布衣単

出仕：雑色

モーニングコート，紋付羽織袴又はこれらに相当するもの

勲章着用

─────────────────────────────────

お列

天皇のお列

掌典長 侍従（剣） 天 皇 侍従（裾） 侍従（璽）

皇后のお列

女官（裾）
掌典長 皇 后

女官（裾）
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大嘗祭後大嘗宮地鎮祭

悠紀殿の儀

月 日午前８時，斎場を舗設する。

午前１０時，掌典及び掌典補が着床する。

次に大礼委員が着床する。

次に参列の諸員が着床する。

次に神饌及び幣物を供する。

この間，楽を奏する。

次に掌典が祝詞を奏する。

次に幣物及び神饌を撤する。

この間，楽を奏する。

次に地鎮の儀を行う。

次に各退出する。

─────────────────────────────────

参列の諸員は，次のとおりとする。

関係の宮内庁職員

その他別に定める者

〇

服装 掌典及び楽長：衣冠

掌典補及び楽師：布衣

出仕：雑色

モーニングコート又はこれに相当するもの

主基殿の儀

悠紀殿の儀に倣う。
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５①　茶会（京都御所略図）
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５②　茶会（京都御所茶会会場図）



５③ 茶会（招待される者の範囲）

１ 京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，滋賀県，和歌山県及び三重県の次の者

約６００名とする。

（１） 知事及び府県議会議長

（２） 指定都市の市長及び市議会議長

（３） 市長会，市議会議長会，町村長会及び町村議会議長会の代表

（４） 経済界，社会福祉関係，学術文化関係，報道界，伝統産業関係等

各界の代表

（５） 皇室関係者，行幸啓関係尽力者等

２ 各府県に推薦を依頼する人数は，次のとおりとする。

京 都 府 １３０名

大 阪 府 １００名

兵 庫 県 ７０名

奈 良 県 ６０名

滋 賀 県 ６０名

和 歌 山 県 ６０名

三 重 県 ６０名

３ 皇室関係者，行幸啓関係尽力者等で，各府県から推薦されない者について

は，当庁で決定する。

６０名
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即位礼及び大嘗祭後賢所御神楽の儀（案）

内閣総理大臣

国務大臣 １９人

認証官の総代 １人

各省庁の事務次官の総代 １人

衆議院

衆議院議長

衆議院副議長

参議院

参議院議長

参議院副議長

最高裁判所

最高裁判所長官

最高裁判所判事（長官代行）

総務省

都道府県の総代 ２人

市町村の総代 ４人

その他別に定める者
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